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 Ｐ １    新年のご挨拶・もくじ・ＴＯＰＩＣＳ！  

 Ｐ ２    子ども支援部署 

 Ｐ ３    ヘルパー部署 

 Ｐ４～５   特集「計画相談」  

 Ｐ ６    グループホーム部署 

 Ｐ ７    職員投稿 

        / おでかけmini情報 

 Ｐ ８    所長の小部屋／ありがとう 

 

  

☆  特   集  ☆   

       

平成２５年５月号に続き、「計画相談」についてです。

その当時と比べて、「計画相談」の件数も上がって

きているようですね。 今回は前回よりも少し掘り下

げた内容をわかりやすくお伝えできたらと思います。  

 

 先日、「ぱるつうしん楽しみにしてます！」というお言葉をいただきました。 

隔月の発行ではありますが、たくさんの職員が関わって、いろんな旬な情

報がつまった通信を作っていきたいと思います。 

 本年もどうぞ宜しくお願い致します！      （広報担当）  
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昨
年
の
１
０
月
よ
り
、
は
ぐ
の
未
就
学
児
の
ク
ラ
ス
で 

勤
務
し
て
い
ま
す
山
田
里
美
と
申
し
ま
す
。 

 

至
ら
な
い
点
が
あ
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す 

が
、
一
生
懸
命
た
く
さ
ん
の
こ
と
を 

吸
収
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の 

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  

4
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
し
い
お
友
達
も
増

え
る
時
期
な
の
で
、
お
友
達
の
名
前
と
顔
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

11
月
に
は
【ぷ
る
ぷ
る
プ
リ
ン
】を
実
施
！ 

 

“
役
割
分
担
”
を
ね
ら
い
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

役
割
分
担
表
を
使
っ
て
“
誰
が
ど
の
作
業
を
担
当
す

る
の
か
”
を
担
当
す
る
作
業
の
横
に
顔
写
真
を
貼
り
、

み
ん
な
で
確
認
し
て
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
ス
タ
ッ
フ

が
決
め
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
、

子
ど
も
達
で
話
し
合
っ
て
担
当
を
決
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
4
月
か
ら
順
番
ボ
ー
ド
の
経
験
を
重

ね
て
い
る
た
め
、
役
割
分
担
表
を
見
て
次
の
お
友
達

を
確
認
し
て
「
○
○
く
ん
の
番
だ
ね
。
ど
う
ぞ
！
」
と

お
友
達
に
渡
す
こ
と
に
つ
な
が
る
子
も
い
ま
し
た
。 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
☆ 

 

年
明
け
最
初
の
一
週
間
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
カ
ル
タ
大
会
、
ま
た
別
の
ク

ラ
ス
で
は
絵
の
具
を
使
っ
た
書
初
め
大
会
、
中
高
生

の
ク
ラ
ス
で
は
‘
今
年
の
目
標
’
を
発
表
し
合
う
と
い

う
機
会
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
と
を

我
々
ス
タ
ッ
フ
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
感
じ
て
い

ま
す
。 

 
 

④

ぷりんかっぷにいれる

⑤

ぷりんをはこぶおゆをいれる

ぎゅうにゅうをいれる

①

②

③

こなをいれる

 
 

 

さ
て
、
２
０
１
４
年
１
号
目
の
子
ど
も
支
援
部
署

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
生
ク
ラ
ス
担
当
の
原
田
よ
り
、

カ
ラ
フ
ル
・
星
の
村
で
毎
月
取
り
組
ん
で
い
る
お
や
つ

づ
く
り
の
“
ね
ら
い
”
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
実
施
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
か
ら
２
つ
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

４
月
に
は
【ぷ
る
ぷ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
】を
実
施
！ 

“
顔
写
真
に
触
れ
る
”
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
順
番
ボ
ー
ド
に
顔
写
真
を
貼
り
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
か
き
混
ぜ
る
順
番
を
提
示
し
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
が
「
次
は
○
○
さ
ん
の
番
だ
ね
。
」
の
声
か
け

と
共
に
、
赤
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
“
次
混
ぜ
る
お
友
達
”

に
動
か
す
こ
と
で
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
提
示

し
ま
し
た
。 

 

1
年
間
を
と
お
し
て
、
徐
々
に
色
々
な
体
験
を
重
ね

る
こ
と
で
、
4
月
に
は
難
し
か
っ
た
作
業
が
、 

11
月
に
は

“一
度
体
験
し
て
い
る
こ
と
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
！
”

ま
た
、
混
ぜ
る
動
作
が
難
し
い
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

上
下
に
“振
る
”動
作
が
で
き
る
た
め
シ
ェ
イ
カ
ー
を
使
っ

て
振
っ
て
み
よ
う
！
な
ど
ス
タ
ッ
フ
間
で
話
し
合
い
工
夫

し
な
が
ら
良
い
体
験
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
自
分
で
作
っ
た

り
、
作
る
工
程
を
確
認
で
き
た
り
す
る
お
や
つ
づ
く
り

を
通
じ
て
「
初
め
て
食
べ
ら
れ
ま
し
た
！
」
な
ど
ご
家
族

の
方
か
ら
喜
び
の
声
を
き
く
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
や

つ
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
♪ 

 

■
□
■
新
ス
タ
ッ
フ
の
あ
い
さ
つ
□
■
□ 

左に作業内容、
右に子どもの 

顔写真カードを
貼って、提示して
います。 

▲１１月に使用した 

  役割分担表 
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 ◆

◇
ヘ
ル
パ
ー
部
署
◇
◆ 

 
 

 
 

   

 
○
行
動
援
護
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
12
月
10
日
～
12
日
の
3
日
間
、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
で
、
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修

を
神
奈
川
県
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
54
名
の
方
が
受
講
し
、
ぱ
る
か
ら
も

事
務
局
や
講
師
、
受
講
生
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
や
登
録
ヘ

ル
パ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
法
人
内
の
入
所
施

設
の
ス
タ
ッ
フ
も
受
講
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
全
国
で
行
わ
れ
て
い
て
い
ま
す
が
、
ぱ

る
主
催
の
神
奈
川
研
修
で
は
、
国
（
国
立
の
ぞ
み
の

園
）
の
検
討
チ
ー
ム
か
ら
毎
年
、
大
友
愛
美
氏
や
藤

井
亘
氏
を
講
師
と
し
て
招
い
て
お
り
、
研
修
の
質
も

高
い
と
評
価
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

 

現
在
は
、
行
動
援
護
事
業
に
携
わ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
や
ヘ
ル
パ
ー
だ
け
が
受
講
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
障
害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
「強
度
行
動

障
害
支
援
技
術
者
養
成
研
修
」
と
い
う
形
で
、
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
や
児
童
発
達
支
援
管
理

責
任
者
に
も
受
講
が
求
め
ら
れ
る
方
向
で
検
討
が

進
ん
で
い
ま
す
。 

 

行
動
に
支
援
が
必
要
な
人
を
、
地
域
で
適
切
に
支

援
す
る
体
制
が
作
れ
る
よ
う
、
今
後
も
研
修
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

○
自
閉
症
障
害
特
性
研
修
を
行
い
ま
し
た 

 

11
月
27
日
に
、
県
央
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
・
Ｗ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｓ
所
長
の
宇
山
秀
一
氏
を
講
師
に
、
主
に
藤
沢
市

内
の
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
て
、

表
記
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
定
員
を
大
幅
に
超
え

る
１
３
０
人
余
り
が
受
講
さ
れ
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す

る
興
味
関
心
の
高
さ
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。 

 

 

講
義
の
内
容
は
、
基
本
的
な
特
性
の
解
説
か
ら
始

ま
り
、
演
習
で
は
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
氷
山
モ
デ
ル
」
の
水
面
下
に
あ
る
、
本
人
の
困
難
さ

に
想
像
を
め
ぐ
ら
し
、
支
援
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。 

 

 
受
講
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
翌
日
事
業
所
で
振
り

返
り
を
行
い
、
今
後
の
支
援
に
活
か
そ
う
と
い
う
動

き
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

今
回
の
研
修
は
「
藤
沢
市
障
が
い
児
者
ヘ
ル
パ
ー
事

業
所
連
絡
会
」
主
催
で
行
わ
れ
、
今
年
度
中
に
別
の

テ
ー
マ
で
あ
と
２
回
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

○
「計
画
相
談
が
や
っ
て
く
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
ァ
！
ヤ
ア
！
ヤ
ア
！
」 

 

今
号
の
特
集
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
計

画
相
談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
版
「
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
か
ら
見
る
と

「
ケ
ア
会
議
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
上
が
る
」
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

や
っ
て
く
る
、
と
い
う
か
既
に
始
ま
っ
て
い
て
、
毎
週

ど
こ
か
で
ケ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ぱ
る
の
ス
タ
ッ
フ

も
誰
か
し
ら
参
加
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。 

 

ご
本
人
を
支
援
す
る
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂

に
会
し
て
、
場
所
ご
と
に
違
う
本
人
の
状
況
や
よ
り

よ
い
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換

が
で
き
る
事
で
、
そ
の
利
用
者
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
方
の
支
援
や
事
業
所
運
営
に

つ
い
て
も
、
ヒ
ン
ト
や
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

国
が
示
し
て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
す
べ
て
の
人
に
ケ
ア

会
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
支
援
や
事
業
所

に
も
一
体
感
が
生
ま
れ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に

な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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  家づくり 計画相談 

契約・面談 
どんな家を作りたい？ 

 ・予算、希望等 

どんな生活をしたい？ 

 ・希望、得意不得意、好き嫌い等 

計画作成 
設計図の作成 

 ・目標、間取り、材料、業者 等 

「利用計画」の作成 

 ・目標、サービス、機関、事業所 等 

ケア会議 
各業者との打ち合わせ 

「完成はどんな家か？」 
「どんなことができるか？」等 

関係機関との打ち合わせ 

「支援の方向性は？」「各事業所の役割分担」 
「本人ってどんな人？」等 

モニタリング 
工事の進捗状況の確認 

 ・間取り、業者等の変更 等 

計画の進捗状況の確認 

 ・希望する生活の実現につながっているか 

 ・目標を達成するために、不足しているものは
ないか 等 

「計画相談」は、よく「家作り」に例えられます。家をたてるとき、最初につくるのが「設計図」ですが、

それをするのが「計画作成」です。「どんな生活がしたいか(どんな家がつくりたいか)」「必要なサービ

スは何か(どんな材料がどのくらい必要か)」「どういう事業所に頼んだらよいか(どこの業者を選ぶか)」

等をご本人やご家族と一緒に考え、それを記載します。設計図ができたとしたら、実際に家をつくるの

は職人(屋根職人、壁職人、窓職人など)さんです。職人さんは、計画相談の中では、サービス提供の

事業者さんのことです。設計図を作っただけでは、家はつくれないのと同じで、計画を作っただけでは、

その人の望む暮らしにはなりません。それぞれのプロが協力しながら役割をはたして、初めて希望ど

おりの家ができるのです。 

そして、家を建てる途中でも、「この間取りでよかったかな？」と不安になったり「部屋をもう少し増や

したいな」とか希望が出てくることもあると思います。「計画相談」の中でそれをするのが、モニタリング

です。モニタリングの結果、必要に応じてプランを変更します。 

国はＨ２６年度末までに、サービスを利用している人全員に「計画相談」をつけるという方針です。 

全員が「計画相談」のサービスを利用するのではなく、セルフプランの人と合わせて全員という意味

です。国の示している期限まで、残り１年ちょっととなりました。皆様にも順番にお知らせが届くかもし

れませんね。 

前回よりは詳しく説明させていただきましたが、これだけではまだまだイメージがわきにくいかと思

います。「もっと詳しく知りたい」という方や「実際の書式をみてみたい」という方、「セルフプランを作っ

てみたいけど、よくわからない」という方がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談下さいませ♪ 

ところで、「計画相談」における計画作成はご本人やご家族が行なうこともできるって知っています

か？ご本人やご家族が作成する計画は、「セルフプラン」といいます。 

      ≪セルフプラン≫ 
       ・相談支援事業所ではなく、本人や家族が作成する計画のことです。 
       ・セルフプランの場合、ケア会議やモニタリングは実施しないということになっています。 
        ＊なお、事業所がつくる計画とは書式が異なっています。 
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契約・面談  

仮の計画案作成 

行政による支給決定 

ケア会議 

正式な計画作成 

事業所による 
サービス提供 

モニタリング 

計画の変更 

  

  

  

  

Ｑ１．面談って何を聞かれるの？？ 
→「ご本人を中心とした計画」を作成するために、ご本人のこと
を知ることから始めます。そのため、「どんな生活をしたいか」
「どんなことが好きか」「どんな手助けが必要か」等を教えてい
ただきます。また、ご本人にも直接お会いします。 

Ｑ２．計画案と正式な計画はどう違うの？ 
→計画案は、サービスの支給量(どんなサービスがどのくらい
必要なのか)を記載します。正式な計画では、その案をもとに行
政が支給決定した上で、案を修正・確定したものを記載するも
のです。 

Ｑ４．ケア会議って何？ 
→前回のぱるつうしん(平成２５年１１月号)を、ご覧下さい。 
 ケア会議は、計画作成のあとに行なうこともありますし、利用
者の希望や状況によっては、定期的に行なっています。 

Ｑ５．モニタリングって何？？ 
→利用しているサービスの状況やご本人の様子を見守ります。
具体的には、サービス提供の場所にいって様子を確認したり、
職員の方から状況を聴いたりしています。 

Ｑ３．計画書って何が書いてあるの？？ 
→長期目標、短期目標、総合的な支援方針、課題、支援目標 
目標達成に必要なサービス等、課題解決のための本人の役割 
等が書いてあります。 

  

  

５月号でも少しふれていますが、「計画相談」とは、法律でいえば「障害児相談支援」「指定特定相

談支援」(以下、２つの総称として「計画相談」といいます)というサービスのことで、「サービス等利用

計画」または「障害児支援利用計画」(以下、２つの総称として「利用計画」といいます)を作成し、支援

チームをつくって経過を見守りながら計画を作り直していきます。何の計画を作るのかといえば「ご本

人を中心とした、ご本人が望む生活を実現するための計画」です。 

このサービスによって作成される「利用計画」は、本人や家族の希望や想い、困っていることや解

決策をことばにしたものです。まずは具体的にどのように展開するのか、流れをお伝えしたいと思い

ます。 

 
 

  

 

特集：『計画相談』 
 

＜計画相談の流れ＞ 

今回の特集は、平成２５年５月号に続き、「計画相談」についてです。その当時と比べて、「計画相
談」の件数も上がってきているようですね。すでにご利用されている方もいらっしゃると思いますが、
今回は前回よりも少し掘り下げた内容をわかりやすくお伝えできたらと思います。 
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★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
署
★ 

 
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
今
年
一
年
が
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。 

   

黒
崎
ホ
ー
ム
で
は
、
昨
年
12
月
21
日
と
22

日
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

21
日
は
菜
の
花
・
か
わ
せ
み
ハ
イ
ム
で
。
22

日
は
あ
お
ぞ
ら
群
（
黒
崎
・
レ
ザ
ン
・
リ
ー
ル
・

ソ
レ
イ
ユ
・
ク
レ
ソ
ン
）
の
5
ホ
ー
ム
合
同
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。 

 

い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
の
利
用
者
会
議
の
中
で
、

利
用
者
さ
ん
か
ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
や
り
た

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
が
り
、
世
話
人
さ
ん
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
、
「
自
分
た
ち

で
出
来
る
こ
と
」
、
「
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
」を
考
え
て
、
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

 

菜
の
花
・
か
わ
せ
み
ハ
イ
ム
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

と
夕
食
会
を
し
た
い
、
人
形
劇
を
発
表
し
た

い
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
披
露
し
た
い
、
と
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

準
備
も
係
り
を
決
め
て
、
出
来
る
と
こ
ろ
は

自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

  
 

 

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
14
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
。 

 

ま
ず
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
そ
の
後
、
夕
食
会
。 

 

夕
食
会
の
後
は
人
形
劇
「
白
雪
姫
」
に
ピ
ア
ノ
演
奏

と
大
い
に
楽
し
み
に
ま
し
た
。 

  

一
方
、
あ
お
ぞ
ら
群
の
5
ホ
ー
ム
合
同
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
は
、
藤
沢
市
民
会
館
の
会
場
を
借
り
て
行
い
ま

し
た
。 

 

市
民
会
館
と
の
や
り
取
り
や
、
会
場
設
営
、
司
会
進

行
な
ど
利
用
者
さ
ん
中
心
に
、
何
か
月
も
前
か
ら
準

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
オ
ー
ド
ブ
ル
を
皆
で
囲
み
な
が
ら
美
味
し

い
食
事
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
や
縦
笛
の
演
奏
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の

発
表
、
世
話
人
さ
ん
か
ら
の
出
し
物
や
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
で
大
盛
り
上
が
り
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
最
後
は
利
用

者
さ
ん
世
話
人
さ
ん
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
集
ま
り
、

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
ダ
ン
ス
を
踊
り

と
て
も
有
意
義
な
素
晴
ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な

り
ま
し
た
。 

 

多
く
の
世
話
人
さ
ん
、
支
援
員
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

本
当
に
感
謝
で
す
。 
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お
で
か
け
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
情
報 

 

★
の
り
も
の 

特
集
★ 

  
 

「横
浜
市
電
保
存
館
」・・・横
浜
市
磯
子
区 

 

「ち
ん
ち
ん
電
車
」と
い
う
愛
称
で
、
市
民
に
親
し
ま
れ
た
市
電
が
７
台 

展
示
さ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
歴
史
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。 

模
型
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
秘
密
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
み
た
い
で
す
よ
？ 

 

ア
ク
セ
ス:

Ｊ
Ｒ
根
岸
駅
か
ら
市
営
バ
ス
21
系
統
市
電
保
存
館
前
行
・７
８
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
３
３
系
統
で
約
7
分
。
市
電
保
存
館
前
下
車 

 

 

開
館
時
間:

9
時
30
分
～
17
時 

 

休
館
日:

月
曜※

 

 
 

「電
車
と
バ
ス
の
博
物
館
」・・・川
崎
市
宮
前
区 

 

東
急
線
の
昔
の
車
両
、
昔
の
駅
を
再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
形 

式
で
バ
ス
や
電
車
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

入
口
で
は
、
「ラ
ッ
ピ
ー
駅
長
」が
お
出
迎
え
？ 

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ア
ク
セ
ス:

田
園
都
市
線 

宮
崎
台
駅 

改
札
口
前 

 

開
館
時
間:

9
時
30
分
～
17
時
（平
日
は
10
時
～
） 

休
館
日:

月
曜
日※

 

※

休
館
日
や
ア
ク
セ
ス
方 

法
の
詳
細
を
調
べ
て
か
ら
、 

遊
び
に
行
っ
て
ね
★ 

 
 

「鉄
道
博
物
館
」・・・埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区 

 
蒸
気
機
関
車
を
始
め
、
多
く
の
車
両
が
展
示
さ
れ
、
ミ
ニ
電
車
を 

自
分
で
運
転
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
昔
の
食
堂 

車
で
食
べ
ら
れ
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
も
。
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

ア
ク
セ
ス:

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
か
ら
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
乗
車
。
鉄
道
博
物
館
（大
成
） 

 
 

 
 

 
 

 

駅
よ
り
徒
歩
1
分 

 

開
館
時
間:

10
時
～
18
時 
休
館
日:

火
曜
日
、
年
末
年
始 

 

写 真 提 供  ： 鉄 道 博 物 館 

 
職 

員 

投 

稿 
 

～
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
順
番
に 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
由
な
テ
ー
マ
で
語
り
ま
す
～ 

 
 

 
『な
っ
く
ん
の
つ
ぶ
や
き
』 

僕
は
６
歳
の
男
の
子
。 

性
格
は
穏
や
か
で
あ
ま
え
ん
ぼ
う
。 

好
き
な
食
べ
物
は
『は
は
が
つ
く
る
シ
ャ
ケ
ご
飯
』と
『ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
』。 

好
き
な
こ
と
は
『は
は
の
追
っ
か
け
』と
『ド
ラ
イ
ブ
』
。 

僕
は
小
さ
い
時
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
が
ひ
ど
く
薬
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
た
。 

薬
だ
け
で
は
治
ま
ら
ず
、
注
射
を
打
っ
て
か
ゆ
み
を
止
め
て
い
た
・・・ 

夜
も
眠
れ
ず
の
日
々
。 

５
歳
の
時
、
遺
伝
性
の
白
内
障
と
診
断
。 

大
き
な
病
院
を
紹
介
さ
れ
、
入
院
、
手
術
を
受
け
た
。 

そ
の
間
、
大
好
き
な
家
族
と
離
れ
て
過
ご
す
。 

淋
し
く
て
ご
飯
も
食
べ
れ
ず
、
水
も
飲
め
ず
・
・・
で
も
、
は
は
が
持
っ
て
き

て
く
れ
た
『ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
』と
『魔
法
の
お
水
』は
口
に
で
き
た
。 

退
院
後
異
変
が
・
・
・
ず
っ
と
ず
っ
と
飲
ん
で
い
た
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
を
飲

ま
ず
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

お
医
者
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
！ 

今
は
海
藻
サ
プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で
毛
が
ツ
ヤ
ツ
ヤ
に
・・・ 

こ
れ
か
ら
は
『は
は
』と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
っ
く
り
眠
り
ま
す 

ｚ
ｚ
ｚ 

 
 

 
 

 
 

 
 

キ
ャ
バ
リ
ア
『
ナ
ル
』  

う
ち
の
長
男
の
つ
ぶ
や
き
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
ぐ
ス
タ
ッ
フ 

江
上 

今
回
は
、
10
月
か
ら
ぱ
る
に
復
帰

し
た
江
上
さ
ん
の
投
稿
で
す
。 

ぼ
く 

 
 

 
 

 
 

 
さ
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お
と
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さ
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し
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ぐ
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【バスをご利用の場合】 

＜行きかた１＞ 

藤沢駅北口より１１番乗り場 『大船駅行き』また

は『四季の杜行き』 

『小塚』停留所から徒歩２分になります。 

 

＜行きかた２＞ 

藤沢駅南口小田急百貨店前８番乗り場 『渡内

中央行き』もしくは 『湘南鎌倉総合病院行き』

（教養センター行きは×）に乗り、『村岡東１丁

目』停留所から徒歩３分になります。 

 

【徒歩で来所される場合】 

藤沢駅北口より徒歩１８分 

ぱるつうしん 第５０号 

８ 

平成２６年１月２０日 
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小 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
る
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
「世
相
を
表
す
漢
字
」
は
「輪
」だ
っ
た
と

か
・
・
・
。
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
重
要
な
意
味
が
こ
の
漢
字
に
は

あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
迷
惑
行
為
が
数
多
く
報
道
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｊ
や
Ｔ
Ｄ
Ｌ
で
傍
若
無
人
な
行
為
を
行
っ
て
い

た
大
学
生
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
迷
惑
行
為
。
そ
の
他
あ
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
は
ず
か
し
な
が
ら
私
も
若
い
頃
に
は
そ

こ
ま
で
は
な
い
に
せ
よ
、
大
な
り
小
な
り
そ
の
よ
う
な
迷
惑
行
為
を
行
い

得
意
げ
に
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
決
定
的
に
違
う
の
は
「輪
」。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
ま
り
と
共
に
情
報
は
良
い
悪
い
に
か
か
わ
ら
ず
も
の
す
ご

い
勢
い
で
広
ま
り
ま
す
。
「輪
」
が
広
が
り
、
共
に
助
け
合
う
社
会
が
形
成

さ
れ
る
の
は
私
た
ち
の
仕
事
で
も
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
歩
間
違
え
ば
前
述
の
よ
う
な
行
為
が
当
然
の
事
の
よ
う
に
広
ま
っ
て

し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
の
で
す
。 

 

「
輪
」
の
広
が
り
は
と
て
も
重
要
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
動
か
す
推
進

力
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
は
発

信
す
る
側
、
受
信
す
る
側
の
責
任
と
倫
理
観
と
い
う
事
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

 

い
す
ゞ
（
株
）
様
よ
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
の
お
や
つ
場
面
や
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
開
催
し
て
い
る

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
て
、
皆
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
ケ
ー
キ
に
歓

声
を
あ
げ
、
に
こ
に
こ
し
た
表

情
で
口
に
運
ぶ
姿
が
印
象
的

で
し
た
。 

あ
り
が
と
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